
介護予防・日常生活支援総合事業
～ インフォーマル型サービス 「栄養サポート薬局」 ～

栄養ケアサポート薬局は、地域の支え合い体制づくりを推進し、地域高齢者の効果的
かつ効率的な介護予防の支援等に務め、共生社会の地域づくりを進めます。

一般社団法人 在宅栄養ケア推進基金

代表理事 溝渕 敏水



総合事業（介護予防・日常生活支援総合事業）

～介護保険制度における市町村による事業～

総合事業（介護保険法では、「介護予防・日常生活
支援総合事業」として定められています。）は、市
町村が中心となって、地域の実情に応じて、住民
等の多様な主体が参画し、多様なサービスを充実
することで、地域の支え合い体制づくりを推進し、
要支援者等の方に対する効果的かつ効率的な支
援等を可能とすることを目指すものです。

～介護予防の住民活動に「意味づけ」する～

住民活動の中には、生活支援や社会参加など、
自立支援・介護予防につながる要素がたくさんあり
ます。そういった活動を「意味づけ」することです。
住民の活動はお願いするものではなく、住民が
自主的に活動するものです。その活動に「意味づけ」
できれば、住民がさらにやる気になります。

栄養ケアサポート薬局は、介護予防の地域資源へ…



介護予防・日常生活支援総合事業/インフォーマル型サービス 「栄養ケアサポート薬局」

〇 高齢者への低栄養チェックにより、薬の多剤併用や薬物体内動態変調による有害事象、病気、
認知症/鬱などの精神的要因、口腔機能障害等の“低栄養リスク要因”を医師と協働で追及し、
改善策を講じ、低栄養防止によるフレイル予防/介護予防を推進します。

〇 少人数の“通いの場（いきいき百歳体操）”の創出に努め、リハビリテーション栄養（低栄養予防
による筋力維持）に基づくロコモティブシンドローム予防を推進します。

【取組みの経緯】

高齢者はフレイル（虚弱状態）を経て要介護状態へ移行するが、
フレイルは低栄養が起因となることがわかっており、、低栄養を
防止できれば要介護者の急増を抑止することができる。
しかし、低栄養の要因は、薬（多剤併用・有害事象）や急性/慢性
疾患、精神的要因（認知症・鬱）、口腔機能障害（オーラルフレィ
ル）など多様であることから、専門職によるプライマリケア視点
の低栄養チェック（早期発見）の下、多職種連携による改善処置
（医療介入）を施す介護予防・日常生活支援体制の整備が重要と
の見地に至り、高齢者が気軽に訪れ、無料で低栄養チェックと、
低栄養予防アドバイスが受けられる 「栄養ケアサポート薬局」
（保険薬局）の創出を図った。栄養ケアサポート薬局は、薬学的栄
養ケアサポートの実践により、多剤併用や薬物体内動態変調に
よる有害事象（低栄養）を予防し、減薬/変薬に務め、高齢者の
食力維持による介護予防を推進します。



高齢者が低栄養になると、体力・免疫力・抵抗
力が下がり、要介護リスクが高まるので、いき
いき百歳体操の前に、低栄養チェックして、低
栄養リスクのある方は、低栄養要因を改善し、
エネルギー・タンパク質をしっかり摂って、体操
を行いましょう！
低栄養状態で体操を行うのは危険です！

低栄養チェック

多職種による低栄養原因の探求→処置

エネルギー・タンパク質の摂取

いきいき百歳体操

健康寿命の延伸

医療費適正化

農産品の消費拡大

栄養ケアサポート薬局（薬剤師）



いきいき百歳体操は、次のステージへ…

対

策

低栄養予防と運動で
サルコペニア予防！

少人数のコミュニティ！
家の近くで体操ができる



介護予防・自立支援食の消費拡大による
地域経済活性化

地方創生の観点から、中高年齢者が
希望に応じて地方や「まちなか」に移
り住み、地域の多世代の住民と交流
しながら、健康でアクティブ.な生活
を送り、必要に応じて医療・介護を受
けることができる地域づくりを推進


